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l.は じめに

侵入・導入植物による周辺生態系への影響を解明することやそうした影響の及ぶ範囲を予測する

ことは,生物環境の変化を把握する上で重要である。また,農耕地及びその周辺に生育 0生息する

希少な生物や身近な生き物を保全することも求められている。そのためには,それらの状態をモニ

タリングすることと同時に周辺の環境変化 との関連性を検討することが不可欠である。その際,把

握される植生あるいは植物分布の変化が,全体的な傾向なのか,局所的な現象なのか等について ,

的確な判断を可能とするようなモニタリングデータを集積すべきである。

ここでは,英国での Countryside lnformation System(CIS)及 び Countryside Survey(CS)

の例 (Barr et al.,1993,Bunce et al。 ,1996)を参考に,客観的に区分した我が国の農業生態系か

らサンプリングしてモニタリング地区を決め,そ こで詳細な土地被覆や植生のデータを収集 し,植

生および植物分布等の変化傾向を推定する枠組み構築の試みを紹介したい。

2.景観 口植生調査情報システムの概要

2-l CIS及びCSの構成

英国の国土の大部分を占める農村地域の環境変動を的確にモニタリングすることを目的に構築さ

れてきたCIS及びCSの基礎 となつているのは, 自然立地条件や社会条件をもとに l km× l klnの メ

ッシュ単位で国土を区分して得られた 32のランドクラスである。各クラスからサンプリングされた

モニタリングメッシュ (1990年度調査では全体で 508メ ッシュ)において,植生その他のデータが

集積され,各クラスにおける植生や土地被覆,ヘ ッジローなどの景観構成要素の状態を推定するこ

とはもとより,国土全体の農村地域での植生変化やクラス間での状態の比較などが可能となるシス

テムとなつている。これらを統合的に利用することで,土地利用や植生を中心として生物生息地の

変化を的確にモニターすることができると同時に,社会経済的な条件を加えた土地利用変化シナリ

オの作成やこれを利用した環境変化の予測に役立っている。2001年 11月 に開催されたOECD農

業生物多様性専門家会合において,英国の国土レベルでのハビター トアカウン トを紹介 した Sto■

(2001)の報告の基になつているデータは,ま さにこの CIS及び CSによるものであつた。

2-2 数値地図情報を利用した農業生態系の区分

CISを参考に,まず,全体のフレームを構築するため,数値地図情報等を用いて全国農業生態系
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の区分を試みた。ところで,こ うした国土区分は,すでにいくつかの視点からなされている。たと

えば,環境庁が平成 9年公表した 「生物多様性保全のための国土区分」では,生物分布の境界線 ,

積算温度,年間降水量によつて 10地域に区分され,区分ごとに注目すべき生態系が整理されている。

一方,やや古い資料だが,農林水産技術会議事務局編 (1964)で は,立地区分の手順と方法ととも

に農業生産の視点からの国土区分が示されている。Tよcuchi,ct al(1990)で は,数値地図情報から

得られる地形や土壌,降水量などの環境因子データを統計的に処理することにより,国土の自然環

境区分が 3次メッシュ単位で提示されている。

ここでは,標準地域メッシュの 3次メッシュ単位で客観的に区分することをめざし,まず,国土

全域から2次メッシュの交点によリサンプリングしたサンプル 3次メッシュ (3っ621)を対象に,気

象,土壌,地質,地形,植生,交通立地の因子 (106カ テゴリー)に対するマ トリクスを作成 し,
これに群集生態学の解析において分類手法として利用される TWINSPAN(Hill,1979)を 適用して ,

サンプルメッシュを 60のクラスに区分した。この結果に基づき,類型先 (ク ラス)を被説明変数 ,

関係因子を説明変数とする判別モデルを作成し,こ のモデルを利用して国土全域を 60のクラスに類

型した。

図 1に ,区分の過程を模式的に示 した。このうち,た とえばクラス 6*(*は 1～ 8)は , レベ

ル 1～ 3に より特徴づけられる東北地方南部の大平洋側及び関東地方並びに中部地方の内陸部に分

布する農業景観である。クラス6*は , レベル 4からレベル 6に示した主な指標により,さ らに 8
つのクラス (ク ラス 61～ 68)に 区分され,た とえば,ク ラス 66は ,関東地方の主な河川流域の低

地水田景観に相当する。

|=丘 陵地水

図 1:農業生態系の区分模式図

2-3 土地被覆・植生変化のモニタリング

利根川流域に分布する下流域低地水田景観 (ク ラス 66),下流域台地谷津田景観 (ク ラス 67),

下流域台地市街化景観 (ク ラス 68),中流域水田景観 (ク ラス 64)について,それぞれからモニタ

リング地区 (3次メッシュ)を 8地区ずつランダムに抽出し、 空中写真の判読等により土地被覆図

積雪がある
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(現況及び 1970年代)を作成するとともに,ポ リゴンデータとして編集した。一方,植生につい

ては,抽 出したモニタリング地区内において,それぞれ放棄水田 (休耕田を含む, 6カ 所
。18方形区 (lm× lm),畦 畔 (5カ 所 。5方形区 (lm× lm)),二次林 (2カ 所 。2

方形区 (10m× 10m)),水 田脇斜面植生 (3カ 所 。3方形区 (lm× lm))を 対象に ,

種組成,種 ごとの高さ及び被度,位置情報等を中心としたデータを収集 した。

3 調査情報システムを利用した解析
3-1 利根川流域農村景観を対象とした休耕田等植生の把握

得 られた種組成のデータをもとに,統計的な手法を用いて流域の水田及びその周辺の植

生を類型 した結果を図 2に示 した。図 2に見られる群落タイプは,本モニタリングとは別

に流域内で地域を限定 して実施 した詳細な植生調査により区分された群落タイプとも共通

していることから,妥 当な結果 と考えられる。

外来植物及び希少植物の分布状況について,外来種ハン ドブック (日 本生態学会編,2002)

に掲載 されている外来種 リス トを参考に,今 回の調査で出現 した外来種について,出現頻

度や出現 3次 メッシュ数などの出現状況を整理 した。確認年代が 1990年代 とされるアメ

リカタカサブロウは,出現頻度や出現 3次 メッシュ数が比較的高く,短期間で広く分布す

るようになつたことが読み とれる (図 3)。 また,外来種の出現種数は,ど のクラスにお

いても,休耕田よりも畦畔で有意に多い傾向が示 された。一方,国 レベルでの絶滅危惧植

物や県レベルでの RDB種の出現状況は,表 1の とお りである。
3-2 景観構造変化と生物相の関連性

土地被覆状況に関するデータから,景観構造の変化を解析・推定することが可能である。たとえ

ば,チ ョウ類の生息にとつて重要とされる「水田一のり面 (草地)一森林Jの組み合わせからなる

景観を抽出する指標として,水田と森林の境界長に着目すると,下流域台地谷津田景観 (ク ラス 67)

00唆Ttt」
m宅
lnlmO当獣兇謂響群落タイお

表 1:確認された希少植物リスト
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図 2:流 域に分布する群落タイプ
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凡優

● アメリカタカサブロウ確認地点
o アメリカタカサブロゥ未確認地点

図 3:休耕田・畦畔における植生調査から得られた外来種アメリカタカサブロウの分布
(モニタリング地区とした 32の 3次メッシュ中,15のメッシュ (99カ所の調査プロット)で出現)

では,最近の 25年間で,チ ョウ類の生息に適した景観が顕著に減少していることが明らかになつた。

また,水田と森林の境界長については,ク ラスごとの景観の特徴を反映して,下流域台地谷津田景

観では水田面積と相関が高く,一方,下流域低地水田景観では樹林地面積と相関が高い。

4 おわりに
現在取り組んでいる景観・植生調査情報システムの概要とその活用例を紹介した。こうした試み

を通して,農業生態系における生物相の状態とその背景となる土地の利用や管理状況を的確に把握
し;環境変化にともなう生物相の変動予測が可能となり,生物多様性の保全に役立つことはもちろ
んのこと,我が国農業・農村と生物多様性の関係を対外的に明解に説明できるようになるのではな
いかと期待している。
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